











Québécois Women as Depicted by Anne Hébert : 





Anne Hébert, Québécois society, publishing circumstances,  
women, emancipation
Abstract
 Poet, novelist and screenwriter Anne Hébert (1916-2000) has never ceased to affirm 
her feminine visions of Québécois society in the twentieth century. She is also one of 
the first Québécois writers who, through the publication of her works at a Parisian 
publisher, had managed to garner a wide readership throughout the world. Hébert’s 
female characters, who lived while keeping secret their desire to free themselves from 
conventional society, were often the subject of feminist criticism. In celebration of the 
centenary of her birth in 2016, this paper revisits some of Hébert’s major texts, such as 
a poem from Le Tombeau des rois (1953), and the novels Le Torrent (1950), Les Chambres 
de bois (1958), Kamouraska (1970). These works reflect how Hébert, through her pen 
and her imagination rather than by political or social discourse, sought to emancipate 










　一昨年（ 2016 年）は彼女の生誕 100 周年という節目にあたっていた。ケベック内外でエベー
ルを回顧するさまざまな行事が行われたが 2 ）、筆者もこの機会に、詩集『王たちの墓』（ 1953 ）







　エベールは 1916 年、ケベック市から 40 キロほど北西に位置するサント＝カトリーヌ＝ド＝フ
ォサンボー（Sainte-Catherine-de-Fossambault）という町で 5 人兄弟の長女として生まれ、2000
年にモンレアルで亡くなった。父親はアカディア人 5 ） で、州政府の役人。彼自身も詩人であり、
批評家だった。母方のほうは、両親とも由緒ある家柄の出身で、父親はカムラスカ領主の血を引
き、母親はサント＝カトリーヌ＝ド＝フォサンボーの領主の子孫で、詩人として有名なエクトー
ル・ド・サン＝ドニ・ガルノー（ Hector de Saint-Denys Garneau, 1912-1943 ）、さらに遡って、
フランス系カナダの最初の本格的な『カナダ史』（ 1845-1852 ）の著者であるフランソワ＝グザ
ヴィエ・ガルノー（ François-Xavier Garneau,1809-1866 ）とも血縁だった。




庁（ Office national du film ）でシナリオライターとして働いたりしながら創作活動を続けていた。
　1953 年、2 番目の詩集『王たちの墓』を自費出版する。同年、スイスの批評家 Albert Béguin





















10 万部を売るベストセラーとなり、フランス書店賞（Prix des Libraires de France）を受賞する。
　1975 年には 3 冊目の小説『魔宴の子供たち』を出版し、ふたたび総督文学賞を受賞。翌年には
アカデミー・フランセーズ賞も受賞する。1982 年、5 冊目の小説『シロカツオドリ』でフランス
の 5 大文学賞の 1 つであるフェミナ賞を受賞する 8 ）。これにより、ようやく経済的不安から解放
される。
　1988 年には、国際ペンクラブのカナダフランス語センターによりノーベル賞候補にも挙げられ
る。1997 年、32 年間住んだパリからモンレアルに戻り、1999 年、最後の作品となる『光の服』
を出版して、2000 年 1 月 22 日、83 歳で生涯を閉じる。
　以上がアンヌ・エベールの略歴である。彼女はいわば 20 世紀のケベックを丸々生きた作家で
ある（実際には、「ケベックとフランスの間で生きた」と言った方が正確だが）。彼女が生きた時
代は、第 2 次世界大戦後、「静かな革命」と呼ばれる 60 年代ケベックの急速な近代化の時期を経























































































が見つからずに、結局自費出版するまで 5 年もかかったものである（Watteyne, 2008, p.21; Hébert, 









































































































































































 1 ） Ancrenat, A., Boisclair, I., Randall, M., Saint-Martin, L. などが数多く手掛けている。
 2 ） 6 月にはシェルブルック大学アンヌ・エベール研究センター主催、モンレアルの州立図書館・
古文書館共催の国際コロックが 3 日間にわたって開催された。
 3 ） 本論考は、2016 年 10 月に日本ケベック学会全国大会において行われたシンポジウム「ケベッ
ク社会と女性」での報告を改稿したものである。シンポジウム全体の要約は、飯笹佐代子他
（ 2017 ）を参照されたい。





 6 ） Prix David. 別名「ケベック州賞（ Prix de la Province de Québec ）」。
 7 ） Société royale du Canada、1882 年設立、カナダの科学・芸術アカデミー。





 http://legisquebec.gouv.qc.ca/fr/pdf/cs/C-11.pdf（ フ ラ ン ス 語 版 ）, http://legisquebec.gouv.
qc.ca/en/pdf/cs/C-11.pdf（英語版）（ 2017 年 8 月 1 日アクセス）
10 ） ケベックの主権構想を問うもの。2 度目は、50.6％対 49.4％（投票率 93％）という僅差で否
決された。
11 ） 2012 年には Simon Lavoie 監督によって映画化もされ、今世紀にはいってもなお、解釈しなお
され、鑑賞しつづけられている。
12 ） 「彼はカトリーヌが、雨に降られたこの世の白くておとなしい雌猫のように静かにしていること
を願った。」（ Hébert, 2013b, p.110 ）
13 ） 女性参政権が認められたのは 1944 年、ニューウィルト法により避妊が合法化されたのは 1967
年だが、協議離婚が可能になったのは 1975 年、人工妊娠中絶が最終的に合法化されたのは 1979
年である。










15 ） 1973 年に Claude Jutra によって映画化されている。
16 ） 米独立戦争後にカナダに逃れてきたロイヤリストの子孫という設定。
17 ） この作品については、小倉（ 2009 ）も参照せよ。
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